
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
7. 土木費 7. 都市公園施設長寿命化計画策定事業

3. 都市計画費

6. 公園費 公園緑地課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 0 9,947 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

9,947 9,947

整備･修繕費が高額となる可能性のある公園施設や、改 設置から相当年数が経過している公園施設について、市 ・市民が安心・安全に利用できる施設を提供する。

修により利用増が見込まれる公園施設を対象に、老朽化に伴う改修費用 民が安心・安全に利用できる状態を維持する。 ・管理・改修費用を把握し、計画的な予算執行を図る。

を把握し、計画的に管理・改修を行うための調査を行う。

自然的環境要因や利用状況、また特殊な機械部品 1)安全性を確実に確保すべき施設

の摩耗などの要因により、計画の優先順位に沿った予算執行が行い得な 2)整備･修繕費が高額となる施設

い場合がある。さらに、市民の要望等を誠実に反映するためには、計画 3)改修により利用増が見込まれる施設

のこまめな時点修正が必要となり、５年以上の長期的な費用の把握と計 以上の要件を充たし、かつ日常的な点検では改修の時期等を予見し得な

画的な改修は困難と考えられる。 い施設を対象とした。

13 9,947 0 9,947

差引一般財源 9,947 0 9,947


